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実習概要 

実習コース 

２週間コース・４週間コースどちらも可 

概要 

皮膚科の医師団とともに診療に参加し、腫瘍を主な対象とするがんセンター皮膚科の一連の診療プロ

セスを主体的に経験します。具体的には外来診療における皮疹の記載学、診断学にはじまり、確定診断

やステージングのための検査、ガイドラインに準拠した治療の計画、実際の治療とその前後の管理、治

療後のフォローなどです。 

実習スケジュール 2週間コース、4週間コースともに共通（※演習は期間のうちに1回行う） 

具体的なスケジュールは表を参照のこと。 

１． 外来見学・実習：外来日は基本的に午前を外来見学とし、初診、再診、院内依頼の症例の診療の一

連の流れを学ぶ。初診や院内依頼の症例の皮疹の記載を行い、病歴、臨床像やダーモスコピー所見

からの診断を絞り込むプロセスについて習得する。また外来で行う検査や処置について見学する。 

２． 病理カンファレンス：皮膚腫瘍の重要な診断法である病理組織学的診断についてその考え方、診断 

プロセスを学ぶ。 

３． 病棟カンファレンス（火曜午後）：担当症例のプレゼンを行う。 

４． 手術治療を見学し、術前検討や術後経過観察を通して計画から実施、管理の一連の流れを学ぶ。 

 

 



 

 

 

学生へのメッセージ 

施設特性上、腫瘍の診療が主となっています。視診、ダーモスコピー、病理組織診断、画像検査など

の診断や、手術、薬物療法などの治療、術後の後療法やフォローアップなど一連の流れを密に経験して

いただくことができる環境です。症例も多く、皮膚科に興味のあるかたは勿論、体表の手術に興味のあ

る方、病理に興味のある方などにも意義ある実習をしていただけるものと考えます。 

またがんセンターという専門施設であり、癌性疼痛や術後の機能障害、スピリチュアルペインなどに

対するリハビリ、看護スタッフ、緩和ケアチーム、薬剤部などによるチーム医療での介入や、放射線

部、検査部、がんゲノム/遺伝診療部門、などを含めた先進的ながん医療にも触れることが可能です。 

一般的な皮膚疾患という意味では、大学病院などよりも限定されてしまいますが、他科からのコンサ

ルテーションなどは積極的に受けており、薬疹疑い症例の診断の流れ、対処などを中心に、腫瘍以外の

皮膚科診療の勉強も提供できるものと考えます。 
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